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【結果】2014 年 3 月に西アフリカギニアで発生した EVD
は隣接国へ急速に拡大し瞬く間に過去最大規模の流行と
なった。2016 年 4 月 13 日現在、WHO へ報告されている
症例は計 28,616 人（うち死亡 11,310 人）流行国 3 ヵ国
における国別の内訳は、ギニアで3,814人（死亡2,544人）、
リベリアで 10,678 人（死亡 4,810 人）、シエラレオネで












て発令した EVD 準備リストでは以下の 11 項目に沿って
評価されている。【1.協調関係、2.迅速な対応チーム、3.住
民の意識・地域社会への参加、4.感染予防とコントロール、










体が即座に対応開始し、感染 1 例目確認から 72 時間以内
に 890 人の接触者（疑い含む）全ての追跡調査を実施し、
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【結果】表 1 に Oz および Qa の地理、気候、河川、雨量
の特徴を示す。 
 









表 2 Qa の生活用水における、不純物総溶解度
（Total Dissolved Solids,以下 TDS） 
井戸水 TDS：1,459─3,300 mg/l, 
水道水 TDS： 930─1,600 mg/ l 
WHO が 定める許容量（200 mg/l） 
 
また表３に示すごとくOz内全体において都市部に比し
て地方部は１日当たり給水量が 1/4 以下と極めて低い。 
 
表 3 Oz の上水道概要（2002 年）Qa は地方部に属する 
全国 水道普及率 給水量/人 日 
都市部 ９７％ ５００L 
地方部 68.3％ １２４L  
表 4 中期、長期の課題 
中期：25 年以内 上水道拡張整備による飲料水の確保 




















様々な阻害要因が重なっている Oz および Qa においては
中長期的に分けて課題を考え技術的、経済的支援を続けて
必要性を改めて感じた。 
地理的 二重内陸国（Qa は Oz の自治共和国） 
気候 大陸性気候 国土の８割が砂漠 
河川 主要な河川が他国を通っている 
雨量 年間 100～300mm 
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